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資料１

植物防疫法施行規則及び関係告示の一部改正について

平 成 ２ ４ 年 ６ 月

消費・安全局植物防疫課

１ 改正の趣旨

（１）植物防疫法（昭和25年法律第151号。以下「法」という。）においては、有害動物

及び有害植物（以下「有害動植物」という。）の我が国への侵入を防止するため、科

学的な根拠に基づく有害動植物のリスク分析（以下「病害虫リスク分析」という。）

の結果に従って輸入検疫措置を実施している。具体的には、

① 検疫有害動植物を学名をもってリスト化するとともに（法第５条の２）

② 輸入時の検査では発見が困難であるが栽培地における検査では発見が容易であ

る検疫有害動植物の寄主植物について、特定の地域から輸入される場合は、栽培

地検査（当該植物の栽培地において輸出国の政府機関により行われる検疫有害動

植物の付着の有無の検査をいう。以下同じ。）の結果当該検疫有害動植物が付着し

ていないことを確認等した旨を記載した検査証明書の添付を必要とすること（法

第６条第２項）

③ 輸入時の検査では発見が極めて困難であるなど特にリスクの高い検疫有害動植

物の寄主植物について、特定の地域から輸入される場合は、原則として輸入の禁

止の対象とすること（法第７条第１項）

④ 輸入時の検査の結果、検疫有害動植物の付着があった場合は、植物の廃棄、消

毒等の処分を行うこと（法第９条第１項）

等の輸入検疫措置を実施している。また、国内に侵入している検疫有害動植物のま

ん延を防止するため、特定の地域内にある当該検疫有害動植物の寄主植物について

は、他の地域への移動の禁止の対象とする（法第16条の３第１項）等の国内検疫措

置を実施している。

（２）近年、輸入植物の種類や輸出国が増加・多様化している中で、効果的かつ効率的

な植物検疫措置を実施するため、我が国においては、定期的に病害虫リスク分析を

行い、その結果に基づいて継続的・段階的に検疫有害動植物のリストや植物検疫措

置の内容を見直すこととしている。今般、その一環として植物防疫法施行規則（昭

和25年農林省令第73号。以下「規則」という。）等について所要の改正を行うことと

する。

２ 改正の内容

（１）検疫有害動植物のリストの見直し（規則第５条の２関係）

検疫有害動植物のリストについては、規則別表１において

① 病害虫リスク分析の結果、まん延した場合に有用な植物に損害を与えることが

明らかである有害動植物について、検疫有害動植物として規定するとともに（規

則別表１の第１の１及び第２の１）、
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② まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそれがないことが確認されてい

ない有害動植物について、平成23年３月７日農林水産省告示第542号（以下「指定

告示」という。）で規定し（規則別表１の第１の２及び第２の２）、指定告示にお

いて、

ア 病害虫リスク分析が終了していない有害動植物については、暫定的に検疫有

害動植物として規定し（指定告示第１号の表の１及び第２号の表の１）、

イ アの有害動植物に属するもののうち、病害虫リスク分析が終了し、輸入検疫

措置を講ずることが不要と判断された有害動植物については、まん延した場合

に有用な植物に損害を与えることが確認されていない有害動植物から除かれる

有害動植物（以下「非検疫有害動植物」という。）として規定している（指定告

示第１号の表の２及び第２号の表の２）。

今回の改正においては、

① 検疫有害動植物について、規則別表１を別紙１のとおり、指定告示を別紙２の

とおりそれぞれ見直すとともに、

② 非検疫有害動植物について、指定告示を別紙３のとおり見直すこととする。

（２）輸出国での栽培地検査の対象とする地域及び植物の見直し

（規則第５条の４関係）

輸出国での栽培地検査の対象とする地域及び植物について、規則別表１の２を別

紙４のとおり見直すこととする。

（３）輸入の禁止の対象とする地域及び植物の見直し（規則第９条関係）

輸入の禁止の対象とする地域及び植物について、

① 規則別表２において、全面的に輸入の禁止の対象とする地域及び植物を規定し、

② 規則別表２の２において、一定の基準（以下「除外基準」という。）を満たす場

合を除き輸入の禁止の対象とする地域及び植物並びに除外基準を規定している。

今回の改正においては、規則別表２を別紙５のとおり、規則別表２の２を別紙６

のとおりそれぞれ見直すこととする。

（４）廃棄、消毒等の処分の対象とする検疫有害動植物の見直し

（規程第３条第１項第４号関係）

輸入検疫措置の具体的な手続等については、輸入植物検疫規程（昭和25年７月８

日農林省告示第206号。以下「規程」という。）で定めており、輸入時の検査の結果、

検疫有害動植物（規則別表２に掲げるものを除く。）が発見された場合における廃棄、

消毒等の処分の内容については、規程別表第２において規定している。

今回の改正においては、（１）の見直しに伴い、廃棄、消毒等の処分の対象とする

検疫有害動植物について、規程別表第２を別紙７のとおり見直すこととする。

（５）国内での移動の禁止の対象とする植物の見直し（規則第35条の７関係）

（３）の見直しに伴い、国内での移動の禁止の対象とする植物について、規則別

表６を別紙８のとおり見直すこととする。
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３ 今後の進め方（予定）

（平成２４年）

５月２２日 パブリックコメントの募集開始

６月１３日 公聴会開催

６月２０日 パブリックコメントの募集終了

７月上旬 公聴会及びパブリックコメントにおける意見等への見解を公表

７月下旬 省令の改正等（官報公示）

（平成２５年）

１月下旬 栽培地検査要求関係を除き省令等施行

７月下旬 栽培地検査要求関係のみについて省令施行
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（別紙１）

検疫有害動植物の指定の見直し①

１．病害虫リスク分析の結果に基づき、以下の有害動植物にについて、検疫有害動植物

として規則の別表１の第１の１及び第２の１に掲げる有害動植物に追加する。

（１）有害動物

種類 学名 備考

１）節足動物 Acalymma vittatum コウチュウ目ハムシ科

Adoretus versutus コウチュウ目コガネムシ科

Aleurodicus cocois カメムシ目コナジラミ科

Aleurodicus dispersus カメムシ目コナジラミ科

Amblypelta cocophaga カメムシ目ヘリカメムシ科

Amblypelta lutescens カメムシ目ヘリカメムシ科

Amsacta moorei チョウ目ヒトリガ科

Anticarsia gemmatalis チョウ目ヤガ科

Aonidomytilus albus カメムシ目マルカイガラムシ科

Ceroplastes destructor カメムシ目カタカイガラムシ科

Ceroplastes rusci カメムシ目カタカイガラムシ科

Chaetocnema pulicaria コウチュウ目ハムシ科

Chrysodeixis includens チョウ目ヤガ科

Clavigralla tomentosicollis カメムシ目ヘリカメムシ科

Costelytra zealandica コウチュウ目コガネムシ科

Cricula trifenestrata チョウ目ヤママユガ科

Diaprepes abbreviatus コウチュウ目ゾウムシ科

Diaprepes splengleri コウチュウ目ゾウムシ科

Edessa meditabunda カメムシ目カメムシ科

Epichoristodes acerbella チョウ目ハマキガ科

Epidiaspis leperii カメムシ目マルカイガラムシ科

Eulecanium tiliae カメムシ目カタカイガラムシ科

Euproctis chrysorrhoea チョウ目ドクガ科

Formicococcus njalensis カメムシ目コナカイガラムシ科

Gryllotalpa gryllotalpa バッタ目ケラ科

Lambdina fiscellaria チョウ目シャクガ科

Macroplectra nararia チョウ目イラガ科

Malacosoma disstria チョウ目カレハガ科

Malacosoma parallela チョウ目カレハガ科

Mamestra configurata チョウ目ヤガ科

Melolontha melolontha コウチュウ目コガネムシ科

Murgantia histrionica カメムシ目カメムシ科

Oligonychus peruvianus ダニ目ハダニ科

Orgyia leucostigma チョウ目ドクガ科

Otiorhynchus armadillo コウチュウ目ゾウムシ科
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Otiorhynchus salicicola コウチュウ目ゾウムシ科

Otiorhynchus singularis コウチュウ目ゾウムシ科

Paracoccus marginatus カメムシ目コナカイガラムシ科

Phyllophaga smithi コウチュウ目コガネムシ科

Planococcus kenyae カメムシ目コナカイガラムシ科

Proeulia chrysopteris チョウ目ハマキガ科

Pseudotheraptus wayi カメムシ目ヘリカメムシ科

Rastrococcus iceryoides カメムシ目コナカイガラムシ科

Saturnia pavonia チョウ目ヤママユガ科

Saturnia pyri チョウ目ヤママユガ科

Schistocerca gregaria バッタ目バッタ科

Sitobion fragariae カメムシ目アブラムシ科

Thyridopteryx ephemeraeformis チョウ目ミノガ科

Trialeurodes ricini カメムシ目コナジラミ科

Zonocerus elegans バッタ目オンブバッタ科

２）線虫 Heterodera goettingiana エンドウシストセンチュウ

Heterodera zeae トウモロコシシストセンチュウ

（２）有害植物

種類 学名 備考

１）真菌及び粘菌 Alternaria triticina
Claviceps gigantea
Stenocarpella macrospora
Tilletia indica

２．以下の有害動物について、病害虫リスク分析の結果を更新する必要が生じたため、

規則別表１の第１の１から除外し、同表の第１の２の有害動物として指定告示に規定

する。

（１）有害動物

種類 学名等 備考

１）節足動物 Frankliniella fusca 和名：タバコアザミウマ（仮称）

Treptoplatypus solidus 和名：トガリハネナガキクイムシ
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（別紙２）

検疫有害動植物の指定の見直し②

１．以下の有害動物について、病害虫リスク分析の結果、有害動物に該当しな

いと判断されたことから、指定告示第１号の表から削除する。

有害動物

Ciidae（ツツキノコムシ科）
Colydiidae（ホソカタムシ科）
Monotomidae（ネスイムシ科）

２．以下の有害植物の名称について、所要の見直しを行う。

現行 見直し後 見直す理由

Alternaria［SYN：Trichoconiella］属 Alternaria属 本属のシノニムとして

Trichoconiella を掲載する
ことは正確でないため。

C h o a e n e p h o r a［ S Y N： Choaenephora属 本属のシノニムとして

Choaenophoroidea］属 Choaenophoroidea を 掲 載
することは正確でないた

め。

Passalora［SYN：Fulvia］属 Passalora属 本属のシノニムとして

Fulvia を掲載することは正
確でないため。



- 7 -

（別紙３）

検疫有害動植物の指定の見直し③

病害虫リスク分析の結果に基づき、以下の有害動植物について、非検疫有害動植物と

して指定告示第１号の表の２及び第２号の表の２に掲げる有害動植物に追加する。

（１）有害動物

種類 学名等 和名 備考

節足動物 Acrolepiopsis sapporensis ネギコガ チョウ目アトヒゲコガ科

Anaphothrips obscurus クサキイロアザミウマ アザミウマ目アザミウマ

科

Anaphothrips sudanensis アワキオビアザミウマ アザミウマ目アザミウマ

科

Araecerus coffeae ワタミヒゲナガゾウム コウチュウ目ヒゲナガゾ

シ ウムシ科

Autographa gamma ガマキンウワバ チョウ目ヤガ科

Cetonia pilifera ナミハナムグリ コウチュウ目コガネムシ

科

Delia antiqua タマネギバエ ハエ目ハナバエ科

Diaspis boisduvalii ランシロカイガラムシ カメムシ目マルカイガラ

ムシ科

Echinothrips americanus モトジロアザミウマ アザミウマ目アザミウマ

科

Eysarcoris aeneus トゲシラホシカメムシ カメムシ目カメムシ科

Eysarcoris guttiger マルシラホシカメムシ カメムシ目カメムシ科

Haplothrips aculeatus イネクダアザミウマ アザミウマ目クダアザミ

ウマ科

Hemiberlesia palmae ジャワマルカイガラム カメムシ目マルカイガラ

シ ムシ科

Liriomyza chinensis ネギハモグリバエ ハエ目ハモグリバエ科

Lyctoxylon dentatum アラゲヒラタキクイム コウチュウ目ヒラタキク

シ イムシ科

Megalurothrips distalis マメハナアザミウマ アザミウマ目アザミウマ

科

Melanagromyza sojae ダイズクキモグリバエ ハエ目ハモグリバエ科

Mycterothrips glycines ダイズアザミウマ アザミウマ目アザミウマ

科

Orthonama obstipata トビスジヒメナミシャ チョウ目シャクガ科

ク

Paralipsa gularis イッテンコクガ チョウ目メイガ科

Parlatoria ziziphi ヒメクロカイガラムシ カメムシ目マルカイガラ

ムシ科

Pinnaspis strachani コンマカイガラムシ カメムシ目マルカイガラ

ムシ科
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Pseudaonidia duplex ミカンマルカイガラム カメムシ目マルカイガラ

シ ムシ科

Pyrrhocoris sibiricus フタモンホシカメムシ カメムシ目ホシカメムシ

科

Sancassania berlesei ゴミコナダニ ダニ目コナダニ科

Spodoptera exigua シロイチモジヨトウ チョウ目ヤガ科

Stenchaetothrips biformis イネアザミウマ アザミウマ目アザミウマ

科

Taeniothrips eucharii オモトアザミウマ アザミウマ目アザミウマ

科

Thrips nigropilosus クロゲハナアザミウマ アザミウマ目アザミウマ

科

Trichoplusia ni イラクサギンウワバ チョウ目ヤガ科

（２）有害植物

種類 学名 和名 備考

１）真菌及び粘菌 Alternaria dauci ニンジン黒葉枯病菌

Alternaria dianthi カーネーション斑点病菌
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（別紙４）

輸出国での栽培地検査の対象とする地域及び植物の見直し

新たな科学的知見に基づき、輸出国での栽培地検査の対象とする地域及び植物につい

て、次のとおり見直しを行う。

（１）対象地域の見直し

検疫有害動植物 追加する地域 削除する地域 見直しの理由

Meloidogyne chitwoodi（コロンビア ドイツ （該当なし） 文献で確認された

ネコブセンチュウ） ため。

Meloidogyne fallax（ニセコロンビア スイス （該当なし） 文献で確認された

ネコブセンチュウ） ため。

Radopholus similis（バナナネモグリ 南スーダン、ニュー・ （該当なし） 対象地域である旧

センチュウ） カレドニア スーダンから独立

した南スーダンは

対象地域であると

判断したため。

また、ニュー・カ

レドニアについて

は文献で確認され

たため。

Phytophthora kernoviae アイルランド （該当なし） 文献で確認され

たため。

Phytophthora ramorum ギリシャ、セルビア、 （該当なし） 文献で確認された

フィンランド、リトア ため。

ニア

Acidovorax avenae subsp. citrulli（ス インド、イタリア、ナ （該当なし） 文献で確認された

イカ果実汚斑細菌病菌） イジェリア ため。

Pantoea stewartii（トウモロコシ萎ち ボリビア （該当なし） 文献で確認された

よう細菌病菌） ため。

Broad bean stain virus（ソラマメステ 南スーダン （該当なし） 対象地域である旧

インウイルス） スーダンから独立

した南スーダンは

対象地域であると

判断したため。

Broad bean true mosaic virus（ソラマ 南スーダン （該当なし） 対象地域である旧

メトゥルーモザイクウイルス） スーダンから独立

した南スーダンは

対象地域であると

判断したため。

Plum pox virus（ウメ輪紋ウイルス） デンマーク、ベラルー （該当なし） 文献で確認された

シ、ラトビア、チュニ ため。
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ジア

Potato spindle tuber viroid（ポテ オーストリア、ギリシ （該当なし） 文献で確認された

トスピンドルチューバーウイロ ャ、スロベニア、チェ ため。

イド） コ

（２）対象植物の見直し

検疫有害動植物 追加する植物 削除する植物 見直しの理由

Radopholus similis（バナナネモグリ 次の生植物の地下部で 次の生植物の地下部で 従来対象植物とな
センチュウ） あって栽培の用に供し あって栽培の用に供し っていたけいとう

得るもの 得るもの の根拠文献を再精

査した結果、対象

ケロシア・ニティダ けいとう 植物とすべきは同

属のケロシア・ニ

ティダであること

が明らかとなった

ため。

Phytophthora kernoviae 次の生植物（種子及び （該当なし） 文献で確認された

果実を除く。）であつ ため。

て栽培の用に供するも

の

あめりかいわなんて

ん、ウァッキニウム・

ミルティルス、せいよ

うとちのき、せこいあ

おすぎ、チェリモヤ、

ポドカルプス・サリグ

ヌス、ヨーロッパぐり、

ロマティア・ミリコイ

デス

Phytophthora ramorum 次の植物の生植物（種 次の植物の生植物（種 文献で確認された

子及び果実を除く。）子及び果実を除く。）ため。

であつて栽培の用に であつて栽培の用に

供するもの 供するもの

ヒドランゲア・シーマ あめりかてまりしも

ニアイ（ Hydrangea つけ※、ガリア・エ
seemannii）、からま リプティカ※、ショ

つ属植物、ガリア属 ワジア・テルナタ

植物、しやりんとう ※、せいようひいら

属植物、ショワジア ぎなんてん※、はな

属植物、ていかかず ずおう※、ひめゆず

ら属植物、はなずお りは※

う属植物、ひいらぎ

なんてん属植物、フ ※これら植物につい
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ィソカルプス属植物、 ては、それぞれを含

めぎ属植物、ゆずり む属として新たに規

は属植物 制対象となるもの

で、規制対象から実

質的に除外されるも

のではない。
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（別紙５）

輸入の禁止の対象とする地域及び植物の見直し
（植物防疫法施行規則第９条及び別表２関係）

新たな科学的知見に基づき、全面的に輸入の禁止を対象とする地域及び植物について、

次のとおり見直しを行う。

（１）対象地域の見直し

検疫有害動植物 追加する地域 削除する地域 見直しの理由

Ceratitis capitata（チチュウカ イラン （該当なし） 文献で確認されたため。

イミバエ）

Bactrocera tryoni（クインスラ （該当なし） イースター島 文献により根絶が確認さ

ンドミバエ） れたため。

Bactrocera cucurbitae（ウリミ アフガニスタン、ウガ エジプト アフガニスタン、ウガン

バエ） ンダ、ガンビア、コン ダ、ガンビア、コンゴ共

ゴ共和国、スーダン、 和国、スーダン、セーシ

セーシェル、トーゴ、 ェル、トーゴ及びナイジ

ナイジェリア、南スー ェリアについては文献で

ダン 確認されたため。

南スーダンは対象地域で

ある旧スーダンから独立

したものであり対象地域

であると判断。

エジプトによる発生調査

の結果、当該地域には発

生していないとする公式

な報告があるため。

Cydia pomonella（コドリンガ） （該当なし） ミャンマー 旧英領インド（ミャンマ

ーが含まれていた）での

発生という古い情報を根

拠としていたもので、再

精査の結果、当該地域に

は全く発生記録のないこ

とが確認されたため。

Cylas formicarius（アリモドキ アメリカ合衆国 北米（カナダを除く。） 北米（カナダを除く。）

ゾウムシ） からの読み替えで実質的

な変更ではない。

Euscepes postfasciatus（イモゾ アメリカ合衆国 北米（カナダを除く。） 北米（カナダを除く。）

ウムシ） からの読み替えで実質的

な変更ではない。

Leptinotarsa decemlineata（コ 中華人民共和国、イラ （該当なし） 文献で確認されたため。

ロラドハムシ） ク、イラン、アゼルバ

イジャン、アルメニア、
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ウクライナ、ウズベキ

スタン、エストニア、

カザフスタン、キルギ

ス、グルジア、タジキ

スタン、ブルガリア、

ベラルーシ、ポーラン

ド、モルドバ、リトア

ニア、ルーマニア、ロ

シア

Globodera rostochiensis（ジ ボスニア・ヘルツェゴ 北米※ ボスニア・ヘルツェゴビ

ャガイモシストセンチュウ）ビナ、アメリカ合衆国 ナについては、文献で確

※、カナダ※ 認されたため。

※アメリカ合衆国及びカ

ナダの追加並びに北米の

削除は、読み替えで実質

的な変更ではない。

Globodera pallida（ジャガイモ ブルガリア、ポーラン （該当なし） 文献で確認されたため。

シロシストセンチュウ） ド

Mayetiola destructor（ヘシアン シリア、チュニジア、 イラン、北米※、エル シリア、チュニジア及び
バエ） モロッコ、アメリカ合 サルバドル、グアテマ モロッコの追加について

衆国※、カナダ※ ラ、コスタリカ、ニカ は、文献で確認されたた

ラグア、パナマ、ベリ め。

ーズ、ホンジュラス、 イラン、エルサルバドル、

メキシコ グアテマラ、コスタリカ、

ニカラグア、パナマ、ベ

リーズ、ホンジュラス及

びメキシコの削除につい

ては、包括的に発生地域

としていたものが、再精

査の結果、特定の発生地

域に限定されたため。

※アメリカ合衆国及びカ

ナダの追加並びに北米の

削除は、読み替えで実質

的な変更ではない。

Erwinia amylovora（火傷病菌） アルジェリア （該当なし） 文献で確認されたため。

C a n d id a tu s Lib e r ib a c t e r アメリカ領バージン諸 （該当なし） 文献で確認されたため。

africanus（カンキツグリーニン 島、コスタリカ、ジャ
グ病菌アフリカ型） マイカ、ニカラグア、

C a n d id a tu s Lib e r ib a c t e r ベリーズ
americanus（カンキツグリーニ
ング病菌アメリカ型）

C a n d id a tu s Lib e r ib a c t e r
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asiaticus（カンキツグリーニン
グ病菌アジア型）

（２）対象植物の見直し

検疫有害動植物 追加する植物 削除する植物 見直しの理由

Ceratitis capitata（チチュウカ 次の植物の生果実 （該当なし） 文献で確認されたため。

イミバエ）

ナンセ

Bactrocera dorsalis species 次の植物の生果実 （該当なし） 文献で確認されたため。

complex（ミカンコミバエ種群）
ロリニア属植物

Bactrocera tryoni（クインスラ 次の植物の生果実 次の植物の生果実 すのき（こけもも）属植

ンドミバエ） 物及びロリニア属植物に

きだちとうがらし、と ししとうがらし ついては、文献で確認さ

うがらし、すのき（こ れたため。

けもも）属植物、ロリ きだちとうがらし及びと

ニア属植物 うがらしの追加並びにし

しとうがらしの削除は、

対象範囲をより明確にす

るためのものであり実質

的な変更ではない。

Bactrocera cucurbitae（ウリミ 次の植物の生果実 次の植物の生果実 きだちとうがらし及びと

バエ） うがらしの追加並びにし

きだちとうがらし、と ししとうがらし しとうがらしの削除は、

うがらし 対象範囲をより明確にす

るためのものであり実質

的な変更ではない。

Leptinotarsa decemlineata（コ （該当なし） 次の植物の生茎葉 根拠とする文献を再精査

ロラドハムシ） した結果、室内の試験に

キャベツ おいてなす科植物がない

場合にまれにキャベツを

食すものであって、かつ、

キャベツにおいて世代交

代を繰り返すことはない

ことが判明したことか

ら、寄主植物ではないと

判断したため。

Radopholus citrophilus（カンキ 次の植物の生植物の地 （該当なし） 文献等により根拠が確認

ツネモグリセンチュウ） 下部 できたため。

きだちとうがらし
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（別紙６）

輸入の禁止の対象とする地域及び植物並びに除外基準の見直し
（植物防疫法施行規則第９条及び別表２の２関係）

新たな科学的知見に基づき、除外基準を満たす場合を除き輸入の禁止の対象とする地

域及び植物並びに除外基準について、次のとおり見直しを行う。

（１）対象地域の見直し

検疫有害動植物及び措置の基準 追加する地域 削除する地域 見直しの理由

Phytophthora kernoviaeに対す アイルランド （該当なし） 文献で確認されたた

る熱処理 め。

Phytophthora ramorum に対す ギリシャ、セルビア、 （該当なし） 文献で確認されたた

る熱処理 フィンランド、リトア め。

ニア

Potato spindle tuber viroid（ポ オーストリア、ギリ （該当なし） 文献で確認されたた

テトスピンドルチューバーウ シャ、スロベニア、 め。

イロイド）に対する精密検査 チェコ

（２）対象植物の見直し

検疫有害動植物及び措置の基準 追加する植物 削除する植物 見直しの理由

Phytophthora kernoviaeに対す 次の植物の葉、枝、樹 （該当なし） 文献で確認されたた

る熱処理 皮その他の部分（種子 め。

及び果実を除く。）並び

にこれらの植物の葉、

枝、樹皮その他の部分

が微生物その他の生物

により分解されて生じ

た有機物であつて、植

物の植込みの用又は植

物が生育するための土

壌の被覆の用に供する

もの

あめりかいわなんてん、

ウァッキニウム・ミルテ

ィルス、せいようとちの

き、せこいあおすぎ、チ

ェリモヤ、ポドカルプス

・サリグヌス、ヨーロッ

パぐり、ロマティア・ミ

リコイデス

Phytophthora ramorum に対す 次の植物の葉、枝、樹 次の植物の葉、枝、樹 文献で確認されたた

る熱処理 皮その他の部分（種子 皮その他の部分（種子 め。
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及び果実を除く。）並び 及び果実を除く。）並び

にこれらの植物の葉、 にこれらの植物の葉、

枝、樹皮その他の部分 枝、樹皮その他の部分

が微生物その他の生物 が微生物その他の生物

により分解されて生じ により分解されて生じ

た有機物であつて、植 た有機物であつて、植

物の植込みの用又は植 物の植込みの用又は植

物が生育するための土 物が生育するための土

壌の被覆の用に供する 壌の被覆の用に供する

もの もの

ヒドランゲア・シーマニ あめりかてまりしもつ

ア イ （ H y d r a n g e a け※、ガリア・エリプ
seemannii）、からまつ ティカ※、ショワジア

属植物、ガリア属植物、 ・テルナタ※、せいよ

しやりんとう属植物、 うひいらぎなんてん

ショワジア属植物、て ※、はなずおう※、ひ

いかかずら属植物、は めゆずりは※

なずおう属植物、ひい

らぎなんてん属植物、 ※これら植物について

フィソカルプス属植物、 は、それぞれを含む属

めぎ属植物、ゆずりは として新たに規制対象

属植物 となるもので、規制対

象から実質的に除外さ

れるものではない。

Potato spindle tuber viroid（ポ 次の植物の生植物（種 次の植物の生植物（種 文献で確認されたた

テトスピンドルチューバーウ 子及び果実を除く。）で 子及び果実を除く。）で め。

イロイド）に対する精密検査 あつて栽培の用に供し あつて栽培の用に供し

得るもの 得るもの

タマサンゴ、カリブラ ダリア※、ペチュニア※

コア属植物、ケストルム

属植物、ダリア属及びペ ※属として新たに規制対

チュニア属植物 象となるもので、規制対

象から実質的に除外され

るものではない。

（３）除外基準の見直し

検疫有害動植物 現行の基準 見直し後の基準 見直しの理由

Phytophthora kernoviae １ ［略］ １ ［略］ 異なる熱処理条件で

２ １の検査証明書又 ２ １の検査証明書又 あっても、我が国が

はその写しには、摂氏 はその写しには、摂氏 求める条件と同等以

七十一度以上で七十五 七十一度以上で七十五 上の効果があると科

分以上の熱処理が行わ 分以上の熱処理若しくは 学的に認められるも

れ、かつ、Phytophthora これと同等以上の効果を のであれば、検疫的
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kernoviae に侵されてい 有すると認められる条件 安全性は担保できる

ないことが特記されて で熱処理が行われ、か ため。

いること。 つ 、 P h y t o p h t h o r a
kernoviae に侵されてい
ないことが特記されて

いること。

Phytophthora ramorum １ ［略］ １ ［略］ 異なる熱処理条件で

２ １の検査証明書又 ２ １の検査証明書又 あっても、我が国が

はその写しには、摂氏 はその写しには、摂氏 求める条件と同等以

七十一度以上で七十五 七十一度以上で七十五 上の効果があると科

分以上の熱処理が行わ 分以上の熱処理若しくは 学的に認められるも

れ、かつ、Phytophthora これと同等以上の効果を のであれば、検疫的
ramorum に侵されてい 有すると認められる条件 安全性は担保できる

ないことが特記されて で熱処理が行われ、か ため。

いること。 つ 、 P h y t o p h t h o r a
ramorum に侵されてい
ないことが特記されて

いること。
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（別紙７）

廃棄、消毒等の処分の対象とする検疫有害動植物の見直し

検疫有害動植物のリストの見直しに伴い、廃棄、消毒等の処分のうち規則第３条第１
項第４号の措置の対象となる検疫有害動植物について、次のとおり見直しを行う。

植物の種類 検疫有害動植物 措置

１ 果樹類の植物及 １ くるみ、なし、 ミカンクロトゲコナジラ 検査荷口の全部の

びさし木、ほ木、 ぶどう、もも、 ミ、モモキバガ 焼却

だい木、その他根、 りんご、かんき

茎、葉等の植物の つ類等 キシレーラ・ファスティ

部分であって栽培 ディオーサ、デウテロフ

の用に供するもの ォーマ・トラケイフィラ、

プラムポックスウイルス

ウメ輪紋ウイルス

ブドウオオハリセンチュ 検査荷口の全部又

ウ はすべての植物の

地下部の焼却

オティオリンクス・シン 検疫有害動物の付

グラリス、ブドウネアブ 着している検査荷

ラムシ、ヨーロッパリン 口の全部のくん蒸

ゴアブラムシ、リンゴコ 又は焼却。検疫有

カクモンハマキ、ルリカ 害植物の付着して

ミキリ いる検査荷口の全

部又は検疫有害植

カンキツそうか病菌、根 物の付着している

頭がんしゅ病菌、カンキ ものの薬剤処理又

ツトリステザウイルス は焼却

２ アボカド、キ ロセリニア・ブノデス 検査荷口の全部の

ウイフルーツ、 焼却

パインアップル、

フェイジョア、

マンゴウ等

キフィネマ・ブレウィコ 検査荷口の全部又

レ はすべての植物の

地下部の焼却

オリゴニクス・コフェア 検疫有害動物の付

エ、オリーブカタカイガ 着している検査荷

ラムシ、オルタガ・エク 口の全部のくん蒸

スウィナケア、シイノコ 又は焼却。検疫有

キクイムシ、ジャワマル 害植物の付着して

カイガラムシ、ディアク いる検査荷口の全
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リシア・インウェスティ 部又は検疫有害植

ゴトルム 物の付着しているも

のの薬剤処理又は焼

エリスリシウム・サルモニ 却

カラー、アボカド斑点細菌

病菌、トマト黄化えそウイ

ルス

２～４ ［略］ ［略］ ［略］ ［略］

５ 球根類及びその部 アマリリス、グラジ シロヘリクチブトゾウムシド 検査荷口の全部の焼却

分であって栽培の用 オラス、クロッカス、レクスレラ・イリディス

に供するもの すいせん、ダリア、 チューリップサビダニ、エウ 検疫有害動物の付着し

チューリップ、にん メルス・アモエヌス、コブア ている検査荷口の全部

にく、ヒアシンス、 シハイジマハナアブ、シリッ のくん蒸、熱処理又は

ゆり等 タ・ピピエンス、スイセンハ 焼却。検疫有害植物の

ナアブ、タマネギバエ 付着している検査荷口

の全部又は検疫有害植

スクレロティニア・バルボラ 物の付着しているもの

ム、フィトフトーラ・エリス の薬剤処理又は焼却

ロセプティカ、ヒアシンス黄

腐病菌、タバコ茎えそウイル

ス

炭そ病菌 検疫有害植物の付着し

ている検査荷口の全部

又は検疫有害植物の付

着しているものの焼却

６ 前各項に掲げるも １ すいれん、たぬ スクミリンゴガイ、ウスバ 検疫有害動物の付着

の以外の植物及びそ きも等 キトビケラ、クロテンシロ している検査荷口の

の部分であって栽培 ミズメイガ 全部のくん蒸又は焼

の用に供するもの 却。検疫有害植物の

スイレン葉腐病菌 付着している検査荷

口の全部又は検疫有

害植物の付着してい

るものの薬剤処理又

は焼却

２ 前号に掲げるも アフリカマイマイ、サビイ 検査荷口の全部の焼

の以外の植物 ロカスミカメ 却

カーネーションリングスポ

ットウイルス

オオタバコガ、オンブバッ 検疫有害動物の付着

タ、キスジノミハムシ、ジ している検査荷口の

ャワマルカイガラムシ 全部のくん蒸又は焼

却。検疫有害植物の

キク半身萎ちょう病菌、宿 付着している検査荷

根カスミソウ疫病菌、カー 口の全部又は検疫有
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ネーション萎ちょう細菌病 害植物の付着してい

菌 るものの薬剤処理又

は焼却

７～９ ［略］ ［略］ ［略］ ［略］

10 生果実及び生野菜 １ オレンジ、かり カリブミバエ、スモモゾウ 検査荷口の全部の焼

ん、グレープフル ムシ、ナタールミバエ、モ 却

ーツ、なし、ぶん モキバガ、ヨーロッパオウ

たん、ポンカン、 トウミバエ、リンゴミバエ

まるめろ、りんご、 エピディアスピス・レペリ 検疫有害動物の付着

レモン等 イ、グラフォリタ・パカル している検査荷口の

ディ、クルミマダラメイガ、 全部のくん蒸又は焼

２ あんず、いちじ フランクリニエラ・ウァッ 却。検疫有害植物の

く、うめ、きんか キニイ、ミカンキジラミ、 付着している検査荷

ん、さくらんぼ、 ミカンコナカイガラムシ、 口の全部又は検疫有

ぶどう、もも、ラ ミカンコナジラミ、ミカン 害植物の付着してい

イム等 ワタコナジラミ るものの焼却

３ キウイフルーツ、カンキツ黒星病菌、フィト

こけもも、すぐり、 フトーラ・シリンガエ、モ

ブルーベリー等及 モせん孔細菌病菌

び細断された生果 黒腐病菌 検疫有害植物の付着

実 しているものの焼却

４ ココやし、ドリ ニシインドミバエ、バクト 検査荷口の全部の焼

アン、バナナ、パ ロケラ・パシフロラエ、フ 却

インアップル等 タスジマンゴウミバエ、メ

キシコミバエ

５ アボカド、パパ クサギカメムシ、クロスジ 検疫有害動物の付着

イヤ、マンゴウ、 コバネアブラムシ、ココア している検査荷口の

りゅうがん、れい ホソガ、バナナコナカイガ 全部のくん蒸又は焼

し等 ラムシ 却。検疫有害植物の

付着している検査荷

フィトフトーラ・シナモミ、 口の全部又は検疫有

アボカド斑点細菌病菌 害植物の付着してい

るものの焼却

黒腐病菌、灰色かび病菌 検疫有害植物の付着

しているものの焼却

６ かぼちゃ、すい ヘテロデラ・クルキフェラ 検査荷口の全部の焼

か、メロン等 エ、イチゴクチブトゾウム 却

シ、オオモンシロチョウ、

７ エンダイブ、か ジャガイモヒメヨコバイ、

ぶ、キャベツ、き トウガラシミバエ、バクト

ゅうり、さといも、 ロケラ・ククミス

しょうが、セロリ アシグロハモグリバエ、ウ 検疫有害動物の付着

ー、たまねぎ、ト スカワマイマイ、コウラナ している検査荷口の
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マト、なす、にん メクジ、テトラニクス・パ 全部のくん蒸又は焼

じん、にんにく、 キフィクス、オンシツコナ 却。検疫有害植物の

はくさい、レタス ジラミ、タバコガ、タマネ 付着している検査荷

等 ギバエ、ハイジマハナアブ、 口の全部又は検疫有

フランクリニエラ・スクル 害植物の付着してい

８ あさつき、アス ツェイ、ヤサイゾウムシ るものの焼却

パラガス、アーテ

ィチョーク、うど、 ダイコン萎黄病菌、ハクサ

はなやさい、ブロ イ黒斑病菌、ピティウム・

ッコリー、まだけ、 オリガンドラム、トマトか

みょうが、らっき いよう病菌

ょう、リーキ等 クロツヤバエ、トウヨウヒ 検疫有害動物の付着

メハナバエ している検査荷口の

９ いちご、えんど 全部のくん蒸又は検

う、おくら、とう 疫有害動物の付着し

がらし、しそ、チ ているものの焼却。

コリ、芽キャベツ 検疫有害植物の付着

等及び細断された しているものの焼却

野菜類

11、12 ［略］ ［略］ ［略］ ［略］

13 油料種子であって １ あぶらな、あま、 オオコナナガシンクイムシ、 検疫有害動物の付着

栽培の用に供さない ごま、コプラ、だ グラナリアコクゾウムシ、 している検査荷口の

もの及び肥料用又は いず、ひま、べに ノシメマダラメイガ、ヒメ 全部のくん蒸、熱処

飼料用植物 ばな等 アカカツオブシムシ、プテ 理又は焼却

ィヌス・フル、ワタミヒゲ

ナガゾウムシ

２ アルファルファ オーストラリアヒョウホン 検疫有害動物の付着

ヘイキューブ、ア ムシ、スジマダラメイガ、 している検査荷口の

ルファルファペレ ヒメアカカツオブシムシ 全部のくん蒸又は焼

ット、米ぬか、大 却

豆かす、ふすま等

３ アルファルファ、アメリカコバネナガカメム 検査荷口の全部の焼

チモシー等の乾草 シ、サビイロカスミカメ 却

マジョルカコマイマイ、ア 検疫有害動物の付着

ルファルファタコゾウムシ、 している検査荷口の

イネミズゾウムシ、ヒプソ 全部のくん蒸又は焼

ピギア・コスタリス 却

14 殻果類の種子であ １ くり、くるみ等 キディア・カリアナ、クリ 検疫有害動物の付着

って栽培の用に供さ ミガ、クルクリオ・ダウィ している検査荷口の

ないもの ディ、クルミマダラメイガ、 全部のくん蒸又は焼

クルミミバエ 却

２ いちょう、カシ カシノシマメイガ、コクゾ 検疫有害動物の付着

ューナッツ、はし ウモドキ、コツノコクヌス している検査荷口の

ばみ、ペカン、む トモドキ、ホソカクムネヒ 全部のくん蒸又は焼

きぐり、むきぐる ラタムシ、ワタミヒゲナガ 却
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み等 ゾウムシ

15～20 ［略］ ［略］ ［略］ ［略］

備考 ［略］
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（別紙８）

国内での移動の禁止の対象とする植物の見直し
（植物防疫法施行規則第３５条の７及び別表６関係）

全面的に輸入の禁止の対象とする地域及び植物の見直しに伴い、国内での移動の禁止

の対象とする植物について、次のとおり見直しを行う。

対象植物の見直し

まん延防止を必要とする有害動植物 追加する植物 削除する植物

ウリミバエ きだちとうがらし、とうがら ししとうがらし（ピーマン

し（ピーマンを除く。）の生 を除く。）の生果実

果実


